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l 序
銅 ,銀 .金 と多価B金属 との合金の状態図は,比較的単純な挙動を示す多価
B金属同士 の状態図 と異 なって.高組成側 で複雑 な電子化合物を形成 してか D,









律 舵 作用エネ-ギー- XAB一号(XAA ･XBB )に近似的に比例す




周期 ,第5周期で最小値 を示 し,それから周期数が練れるにつれ正方向にずれヽ
ているO金系では逆に第 6周期 で鹿大儀を示 し,周期数が捗るにつれ負方向に
ずれている｡従来の混合熱 に関 する諸 モデルで基本的由子として考 えられてい
るSizefactor,electronegati-vityfactorを銀系について第 1表に示
した｡同｢族内 では electronegativityfactorはさほどの変化 を示さな




銅系 ,銀糸では化合物生成合金の Eはそれらの高組成側で急数に魚に大 きく
なってか9,高組成側 で相互作用エネ}t,ギーが急敵!iC増大 していることを示 し
ているo




の関離 )を用いて銅 -ガ .)ウム合金の電子分布を計算 した結果 を第 4図に示す｡
銅の高組成側 でかなDの bonding d電子が存在 することにな 9 , これ らが共
有籍合¢ ような形 で相互作用エネルギーに大 きな寄与をしていることか考えら






銀糸に比べて魚に大 きな値を示すO 銅系のSize factorは銀系に比べて著 し
く大 きいにもかかわらず,混合熱は銀糸よb負に大 きな値 を示 しているO 上述＼
のd bondingの観念を用いて.相互作用エネルギ にー対 する銅の5d'電子の
寄与が銀の4d電子による寄 与よDも大きいとすると,この現象を説明セきるO
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第 1図 銅合金の混合熱 (1100℃ )
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第 5図 金 合 金 の 混 合 熱 (1.100℃)
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第 4回 銅-ガ7)ウム合金 (固相)の電子分布
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